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                     食 と 放射線

          ― 放射線と共生するための「副読本」 ―  A ４ 版 ：１３９ 頁

  “食品の放射能汚染”と“食品照射”の実態を理解するために、「食と放射線を考える会」の

放射線技師と栄養士が情熱で綴った、放射線と共生するための「副読本」
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                         ＜特 長＞  次の５点を軸に編集されています

○ 放射線を学ぶ

○ 食品と放射線、放射能の関連を正しく知る

○ 放射能のリスクを考える

○ 食品のベクレル計算をカロリー計算のごとくに

○ 食品の放射能汚染と食品照射を知る
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平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災による東電福島第一原発事故の放射能汚染は、一瞬に

して健康被害を引き起こす元凶になってしまいました。空気・水・農作物・海水・魚介類は、放射能

によって汚染されました。また、肉や野菜に於ける O-157 の感染も起きております。

今ほど食物の安全性について、いろいろ考えさせられることはありません。

今回の事故で、放射線技師も栄養士も「食と放射線の知識」が、より必要であることを痛感してい

ます。


